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   Two cases of papillary carcinoma of the renal pelvis and one of the ureter were patho-
histologically studied. 
   1) Malignancy of them was graded to be III (according to  Tsuji's classification) based 
on findings of tumor cells and infiltration. 
   2) Infiltration of neoplastic ells were noted even at the outmost layer of the pelvic or 
ureteral wall In one case neoplastic ells were found in the vein. Generally, cells showed 
striking anaplasia, being different from normal transitional cells of the uroepithelium. 
   3) In the vicinity of the carcinomatous lesion, uroepithelium demonstrated metaplasia or 
even neoplastic change. As one of them had an associated tumor in the bladder, multicentric 
occurrence of uroepithelial tumor was here deeply impressed. By the way, the patient who 























も高 く,腎 孟尿管に於け る発生 は比較的少い も
の とされているが,Mackellzie,Ratller等の
指摘 してい るように,最 近は腎孟尿管の発 生率
も次第に高 くなつて来てい る,泌 尿器科的諸検
査方法の発達に より,腫 瘍の発見 が容易 となつ
た という ことを別 として,0'cornor(1956)は
この原因 として,発 癌 因子 であるAllilline色
素や石油誘導体 物質等に,人 々が曝露 され る機
会が多 くなつた ことをあげ てい る.
われわれは最近相次いで腎孟腫 瘍の2例 と尿
管腫瘍の1例 を経験 したので,症 例 の追加報告
をす ると共に,こ れ ら腫瘍 の病理組織学的所見











頻尿,仙痛等はなかつたが,仲 々止血しな い ので 受
診.




















血 色 素 量
赤 血 球 数
白 血.球 数






























































































































































































































1 帯 乳頭状膨脹性鋭 利 柵 丹 十 粁 惜 冊 冊 柵 十 淡 明明 瞭 耕 卦 廿 十
F
2 柵 乳頭状膨脹性鋭 利 十 十 十 一 惜 柵 昔 什 十 淡 明明 瞭 昔 柵 昔 一







第1図 第1例 の レ線腎 孟像.R。P.とPRP.を 併
用.右 は 典 型的 な 充満 欠 恕 像 を示 す.
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懸
第4図 第1例の腫瘍細胞を示す.基 質は狭 く腫瘍細
胞の異形像は著しい 巨細胞,核分剖像があ
り空胞も認める(HE.染色)
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[註]炎 ・浸…炎性細胞浸潤,血 管 ・肥…血管壁肥厚,浸潤巣…腫瘍細胞浸潤巣である.
基質や粘膜固有層には浮腫充血があり静脈は拡張,又


















































































































































































































胞形成,腺 性化 生等 の増殖性或いは化生性の病
的変化が多 く発生 してお り,こ れ らの病変は発
癌因子に容易に反応 する傾向を もち,腫 瘍の多
中心性発生又は腫瘍拡大蔓延 の拠点 とな り得 る
こと,更 に慢性刺戟 によつて生 じた粘膜上皮の
陰窩状上皮増殖 が癌性化す ることも,決 して見
逃す ことの出来 ない事実であ るという かか る
観点か らすれぱ,尿 路粘膜腫瘍 の診断 は軽 々に
下 し難 く,更 に腫瘍 の悪性度を病理組織学的に
決定す ることは極めて重要 な ことであ り,又 そ
の判定には十分 の慎 重さが望 まれ る所 である.
このことは臨床上の処理 に関連す る影響 が大 で
あるか らである.
古 くか ら,腫 瘍の悪性 度を判定す る基準法 と
してBorders法が最 も広 く行われて来 た.し
















































































































以上述べたことを基準として,わ れ わ れ の












































の2,3を あげるならば,次 の通 りで ある.
1)先 づ第一に は,第],第2例 で見 られた
粘膜下層内に於け る腫瘍浸潤巣の細胞 は特異的
で あることで ある.即 ちこれ らの細胞 は原形質
は明 く,又 は空胞化 し内にPAS陽 性 物質をも
ち,所 に よつてはそ の形が扁平上 皮細胞 に似 て
い る.そ して絨毛状腫瘍細胞 とは異つた形態 を
414
とつてい る。
元来 乳頭状腫瘍 と非乳頭状移行上皮腫瘍 との
間 の相違は,細 胞配列 の如何 に よるもので,細
胞 の形には差がない.従 ってAsh,Melicow,
辻等 も指摘 しているように,両 者 の移行 型が同
一腫瘍組織内に存在す ることも決 して珍 らしい
事で はない
2)次 に腫瘍 発生部位に近接 する粘膜上皮 の
変化に は著 しいものが ある.即 ち第1第2例 の
腎乳頭部 をおおう粘膜上皮 は,一 部に乳頭状肥
厚 を示 し,増 生 した細胞 も腫瘍細胞に類似 した
形態 をとつてい ることであ る.第1例 の膀胱腫
瘍 基底部近接部の腫瘍化 していない 膀 胱 粘 膜
や,第3例 の尿管粘膜上皮 の変化 は注 目して よ
い所見で あつて化生,腫 瘍化 を思 はせ る像で あ
る.
3)腎 乳頭部尿細管や集合管上皮細胞 には,
生理的 な上皮細胞 と異つた様相が見 られ ること
も注 目せねばな らぬ ことであ る.こ のような細
胞 の変化 にっいては,既にdeVeerandHamm
やLuck6alldSchlumberger等によって報
告 され てお り,、この変化は癌腫 の侵襲 と考え る
よりは,こ の部 の癌性変化 であると見 るべ きで
あろう.(赤 坂 による)
以上 の3つ の所見 は,尿 路粘膜腫瘍の発生 は
多中心性発生 に よるものであるとの説を裏付 け
るものであ り,こ の ような状態 にある粘 膜上皮
に,発 癌因子や慢性刺戟が作用 した場合,容 易
に該上皮は癌性変化を来 たし得 ることは想像 に
難 くない
最後に他 の2例 では職業上発癌因子 と考 え ら
れ るような事項 は発見出来 なかつたが,第1例
では石油誘導体 物質 と接す る職業 に長年に亘O
て従事 してい る事実 は,今 度 の疾患 と何 らか の
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